
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
学
び
や
創
造
、
問
題
解
決
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法

で
あ
る
。
参
加
者
が
自
発
的
に
作
業
や
発
言
を
お
こ
な
え
る
環
境
が
整
っ
た
場
に
お
い
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
司
会
進
行
役
を
中
心
に
、
参
加
者
全
員

が
体
験
す
る
も
の
と
し
て
運
営
さ
れ
る
形
態
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
。
会
場
は
公
共
ホ
ー
ル
や
、
ス
タ
ジ
オ
、
美
術
館
や
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
、
ビ
ル
の1

室
、
学
校
の
教

室
を
利
用
す
る
な
ど
様
々
。workshop

と
は
、
本
来
「
作
業
場
」
や
「
工
房
」
を
意
味
す
る
が
、
現
代
に
お
い
て
は
参
加
者
が
経
験
や
作
業
を
披
露
し
た
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
し
な
が
ら
、
ス
キ
ル
を
伸
ば
す
場
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る[1]

。
具
体
的
に
は
、
も
の
づ
く
り
講
座
、
音
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
身
体
表
現
に
お
け
る
学

習
と
作
業
参
加
の
場
や
、
各
種
体
験
セ
ミ
ナ
ー
、
科
学
や
技
術
教
育
、
人
権
教
育
の
よ
う
な
各
種
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ヨ
ガ
や
瞑
想
教
室
、
陶
芸
教
室
な
ど
の
身
体
で
体
験
す
る
教
室
や
機
会
に
も
、
こ
の
呼
称
は
使

わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
体
験
型
講
座
と
し
て
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は20

世
紀
初
頭
の
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お
い
て
ジ
ョ
ー
ジ
・P

・
ベ
ー

カ
ー
（
英
語
版
）
が
担
当
し
て
い
た
戯
曲
創
作
の
授
業 ("47 W

orkshop") 

に
起
源
を
も
つ[

要
出
典]

。
企
業
研
修
や
住

民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
合
意
形
成
の
手
法
と
し
て
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
住
民
が
中
心
に
な
っ
て
地
域
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
地
域
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が
自
ら
参
加
し
て
、
地
域
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
改
善
計
画
を
立
て
た
り
、
進
め
て
い
く
共
同
作
業
と
そ
の
総
称
と
し
て
近
年
用
い
ら
れ
て
い
っ
た
。
公
園
づ
く
り
や
道
づ
く
り
、
公
共
施
設
の
計
画
、
団
地
や
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
住
ま
い
計
画
、
市
町
村
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
住
民
参
加
型
の
活
動
形
態
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

主
に
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、1960

年
代

に
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
で
あ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ハ
ル
プ
リ
ン
が
、
夫
人
の
ダ
ン
ス
ワ

ー
ク
を
参
考
に
、
テ
イ
ク
パ
ー
ト
・
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
用
い
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、1979

年
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
、
宇
都
宮
大
学
の
藤
本
信
義
、
千
葉
大
学
の
木
下
勇
ら
の
グ
ル
ー
プ

が
取
り
入
れ
た
こ
と
で
日
本
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
技
法
と
し
て
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
活
用
さ
れ
た
事
例
は
東
京
都
世
田
谷
区
が
取
り
入
れ
た
の
が
初
見
で
あ
る
。

同
区
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
住
民
主
体
の
勉
強
会
に
起
因
し
て
い
る
。1970

年
代
後
半
に
世
田
谷
区
の
太
子

堂
地
区
に
お
い
て
マ
ン
シ
ョ
ン
紛
争
が
起
こ
り
、
世
田
谷
区
の
主
催
で
区
民
向
け
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
懇
談
会
で
は
区
民
か
ら
紛
争
を
め
ぐ
る
世
田
谷
区
の
施
策
を
批
判
が
相
次
い
だ
が
、
懇
談
会
設
置
後
、1

年
を
経
て
懇
談
会
に
参
加
し
た
区
民
の
中
に
「
批
判
だ
け
で
は
問
題
解
決
し
な
い
」「
行
政
と
対
等
に
話
し
合
う
に
は
住
民
側
に
も
そ
れ
な
り
の
専
門
知
識
が
必
要
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
広
が
り
、1982

年
に
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
の
住
民
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
準
備
会
が
創
設
さ
れ
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
た
地
域
住
民
組
織
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
準
備
会
が
行
政
と
の
対
話
の
推
進
を
目
指
す
中
で
行
っ
た
の
が
、「
ま
ち
歩
き
」「
ま
ち
点
検
」
な
ど
の
活
動
や
勉
強
会
の
開
催
で
あ
り
、
そ
の
活
動
が
次
第
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
具
体
例
が
地
域
の
公
園
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
後
に
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
造
語
を
以
っ
て

称
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
第
に
世
田
谷
区
太
子
堂
地
区
で
は
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
対
象
範
囲
を
拡
げ
、

「
老
後
の
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
」、

「
地
域
に
開
か
れ
た
消
防
署
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
、
実
際
に
区
民
管
理
に
よ
る
公
園
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
た
他
、
東
京
消
防
庁
の
消
防
署
建
設
に
意
見
が
反
映
さ
れ
る
な
ど
の
実
績
を
挙
げ
た
。
こ
れ
が
、
全
国
に
お
い
て
も
住
民
参
加
の
先
駆
け
と
し
て
専
門
家
な
ど
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
川
喜
田
二
郎
の
開
発
し
たKJ

法
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
住
民
の
合
意
形
成
技
術
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
今
日
で
は
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
合
意
形
成
技
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

第１回

第２回

１９：００−２１：００

１９：００−２１：００

講師：吉野さつき

講師：矢作勝義

愛知大学文学部メディア芸術専攻准教授

穂の国とよはし芸術劇場 PLAT 事業制作チーフ

会場：穂の国とよはし芸術劇場 PLAT　研修室（大）
参加料：無料

 年    月　   日［金］2014 6 27

 年    月　   日［水］2014 7 16

お問合せ
穂の国とよはし芸術劇場 PLAT

TEL0532-39-8810　http://toyohashi-at.jp〒440-0887　愛知県豊橋市西小田原町 123番地

ワークショップ
PLATレクチャーシリーズ♯１

イントロダクション

穂の国とよはし芸術劇場事業制作チーフ　東京都立大学在学中から演劇活動を始め、1998 年より世
田谷パブリックシアター勤務。2012 年より公益財団法人豊橋文化振興財団に勤務し、2013 年 4月
に開館した穂の国とよはし芸術劇場 PLAT の事業制作チーフを務める。

定員：50人（先着順）

―ふたつの視点―

地域の人々をつなぎ、より豊かな市
民社会を構築していくことを可能と
する非常に有効な手法として教育、
福祉など幅広い分野で活用されてい
る、様々なアーティストによるワー
クショップの現状を紹介します。 

過去の事例をもとに、日本の公共劇
場などでの演劇ワークショップを紹
介します。

※定員に満たない場合は当日参加も可。

申込方法：プラットチケットセンター電話のみ TEL0532-39-3090

「ワークショップ」という言葉をいたるところで耳にするようになりました。演劇ワークショップも
劇場をはじめ、いたるところでおこなわれています。このワークショップについて、なんとなくイメー
ジはあるものの、あらためてそれは何かと聞かれるとよくわからなくなるところがあります。「ワー
クショップについて知りたい人」「ワークショップがなぜ必要なのかを改めて考えたい人」「演劇ワー
クショップの手法が、自分のフィールドにどう活かせるか知りたい人」など興味や関心がある方を
対象に、ワークショップとは何か？を考えていきたいと思います。

締切各日
募集中
３日前まで

愛知大学文学部メディア芸術専攻准教授。 シティ大学大学院（英国）芸術政策経営学部修士課程修
了後、公共ホールの文化事業担当を経て、平成 13年度文化庁派遣芸術家在外研修員として、英国
で演劇のアウトリーチやエデュケーションプログラムの研修と調査を実施。教育、福祉、ビジネス
などの現場でさまざまなジャンルのアーティストによるワークショップをコーディネートする他、
各地の公共ホールや大学などで、アウトリーチ事業やワークショップの企画運営を担う人材育成プ
ログラムにも数多く携わる。文化経済学会〈日本〉会員。


